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文内容の要
， 

本論文は実験者とディジタル画像処理装置との対話形式による画像処理(持に画像修正及び画像強

調)の実用化を目的として，対話型処理用の画像処理システムの開発，並びに種々の画像改善法の検

討・提案を行ない，応用実験を通してその有用性を検討したもので，以下の 8章より構成されている O

第 1章 序論では，画像修正わよび画像強調の意味を明らかにし，その現状を把握した上で，現在

のそれらの研究において問題となるべき点を提起している O 第 2章以降では，それらの問題点の解明

および克服を主題としている O

第 2章では対話型処理用に新たに試作したディジタル画像処理システムについて，持に通常のシス

テムと異なる構成上と動作上の特徴を中心に設計概念むよび機能，構成，動作を示し，システムの性

能評価を行なっている O

第3章では対話型画像処理を行なうための処理方法上の制約並びに問題点を考察し，それらを満足

する処理方法のひとつとして画像の微分および平滑化微分の利用を提案している O またその画像強調

および画像修正への応用を試み，対話型処理への適用性を検討している O

第 4章および第 5章では，第 2章で述べた試作システムを用いて第 3章‘で示した処理法を利用し，

医用画像と超高電圧電子顕微鏡与真の画像強調，持徴抽出，ならびに画像修正の処理実験例を示して

いる O

第6章では，対話型処理に極めてよく適合する新しい画像修正法として，連立 1次方程式の反復解

法の応用を試み，それを改良した反復画像修正法の提案を行なっている O また，劣化像を再劣化する

ことによりこの手法の収束条件を緩和できることを示し，さらに結像系のもつ物理的性質を利用した
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拘束条件を導入 する こと に よ り
,
雑音を含む劣化像に対 し非線形な修正が行をえる こと を示 し て い る ｡

ま た試作シ ス テ ム を用 い た シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 実験を通して ,
こ の 手法が従来の 修正法と比 べ て非常 に

優れて おりか つ 実用的なもの で ある こ とを明 らか に して い る ｡

第 7 章ではデ ィ ジ タ ル処理 シ ス テ ム と簡単をイ ン コ
ー

ヒ
ー

レ ン ト光学処理系とを結合した ハ イブ リ

ッ ド シ ス テ ム に よる画像処理 に つ い て 検討 して , 応用実験 に よりその 有用性を示 して い る ｡

第 8 章で は , 本研究で得ら れた成果, 知見を総括 して い る ｡

論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨

現在, 画像処理を必要とする分野は理工 学
,
医学等は かまだ多岐に わた っ て おり , その 方法も多様

である が
, 画像 の 劣化 に 関する十分を情報が予め よく与えられて い を い 場合も多く , そ の ようを場

合は従来の 方法で は必要を成果を期 し難 い ｡ 本研究はその ようを場合の 解決法の ひと つ と して人間の

判断力を画像処理 の過程に お い て積極的に生 かし得る如き対話型ディ ジ タ ル画像処理 シ ス テ ム の 開発

と , そ の 実用性を確 かめる ことを目的と し て 行なわれたもの で ある ｡ まず, ミ ニ コ ン ピ ュ
ー タ ー

を核

と して小型
, 低価格の対話型画像処理 装置の 開発を行を っ て い る ｡ 本装置に お い て は各装置間の 画像

情報の転送を高速に行を い 得る如く回路構成がをされてお り
,
C R T モ ニ タ ー は メイ ン メ モ リ ー

の 内

容を人間 の眼 に ちら つ きをくリ フ レ ッ シ ュ 表示 し得るもの で ある ｡ 又 フ
ー リ エ 変換と コ ン ボ リ ュ

ー

シ

ョ ン 計算をひと つ の装置で処理 し得る如く ハ ー ドウ ェ ア 化 し, 処 理時間を大幅に短縮 して い る ｡ こ れ

らの こ と は対話型処理 を行をう上に必要不可欠をもの で ある｡

つ い で以上の 装置を用 い た処理方式 に つ い て検討し, 微分およ び平滑化微分演算を画像修正 に応用

する こと を試み , そ れらが有効で ある ことを確めて い る ｡ つ い で同装置を医用画像 ,
電子顕微鏡写真

像の コ ン ト ラ ス ト の改善 , 特徴抽出等に適用して そ の 有効性を確 かめ て い る ｡ そ の 方法の ひと つ と し

て除算 に よる非線形処理 も応用 して い る ｡

さら に 多元連立 1 次方程式の反復解法を改良した画像修正法を提案して , その 有用性を検討して い

る ｡

以上 の よう に本論文は画像処理 に ひと つ の 新し い 方式を提起したもの で
,
工 学, 理 学, 医章等の 各

分野 に貢献する所が大き い ｡ よ っ て 本論文は博士論文と し て 価値あるもの と認める ｡
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拘束条件を導入することにより，雑音を含む劣化像に対し非線形な修正が行なえることを示している O

また試作システムを用いたシュミレーション実験を通して，この手法が従来の修正法と比べて非常に

優れておりかっ実用的なものであることを明らかにしている O

第 7章ではディジタル処理システムと簡単なインコーヒーレント光学処理系とを結合したハイブリ

ッドシステムによる画像処理について検討して，応用実験によりその有用性を示している O

第 8章では，本研究で得られた成果，矢口見を総括している O

論文の審査結果の要旨

現在，画像処理を必要とする分野は理工学，医学等はなはだ多岐にわたっており，その方法も多様

であるが， 画像の劣化に関する十分な情報が予めよく与えられていない場合も多く，そのような場

合は従来の方法では必要な成果を期し難い。本研究はそのような場合の解決法のひとつとして人間の

判断力を画像処理の過程において積極的に生かし得る知き対話型ディジタル画像処理システムの開発

と，その実用性を石在かめることを目的として行なわれたものである O まず¥ ミニコンピューターを核:

として小型，低価格の対話型画像処理装置の開発を行なっている O 本装置においては各装置聞の画像

情報の転送を高速に行ない得る如く回路構成がなされており， CRTモニターはメインメモリーの内

容を人間の眼にちらつきなくリフレッシュ表示し得るものである O 又フーリエ変換とコンボリューシ

ョン計算をひとつの装置で処理し得る如くハードウェア化し，処理時間を大幅に短縮している O これ

らのことは対話型処理を行なう上に必要不可欠なものである O

ついで以上の装置を用いた処理方式について検討し，微分および平滑化微分演算を画像修正に応用

することを試み，それらが有効で、あることを確めている O ついで同装置を医用画像，電子顕微鏡写真

像のコントラストの改善，特徴抽出等に適用してその有効性を確かめている O その方法のひとつとし

て除算による非線形処理も応用している O

さらに多元連立 l次方程式の反復解法を改良した画像修正法を提案して その有用性を検討してい

るO

以上のように本論文は画像処理にひとつの新しい方式を提起したもので¥工学， 理学，医学等の各

分野に貢献する所が大きしミ。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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